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｢ヒッグス粒子｣確定濃厚

欧州合同原子核研究機関
(CERN)の実験装置LH
LLlヲ百兄⊂さ4しヽ /JIJ一字∈衣⊂さ
れた新粒子が､予想通り､万
物の質最の起源とされるヒッ
グス粒子である可能性が高ま
った｡東大などが参カロする研
究グループATLASが専門

だけど男は滅びない

男性に特有のY染色体は､長い年月をかけて遺伝子を失い､短くなってき

たoいずれ消亨威するともいわれているが､実は案外しぶといらしいOしかも

遠い将来､なくなる日が来たとしても､オ トコは生き延びそうなのだ0

ヒトのY染色体を､X染色体と見比べ

てみよう (図中の写真)0 Y染色体は代

々､父親から息子へと受け継がれる男性

のシンボルだが､その姿は堂々としたⅩ

染色体に比べて小さく､みるからに弱々

しい｡Ⅹ染色体には1098個の遺伝子があ

るが､Y染色体には78個しかない｡

性を決定する仕組みはさまざまだ｡ヘ

ビや鳥類は､ⅩやY以外の染色体によっ
て~tT7-Ti･FJRナ11胞Jレす芦､R主l′n混Egf7TtJ比

別が決まる,ヒトの祖先の桶乳類は約 3iまちぴう
億年前に伸虫鵜と分かれ､ⅩとYの染色

体によっで性を決める道を歩んできた｡

Y染色体は退化を続けている｡約 3億

年前から今日までに千僧の遺伝子を失っ

たというCこのペ-スだと1400万年後に

はゼロになり､消えてなくなる- ｡そ

んな ｢Y染色体消滅説｣を10年前､豪州

の研究者が論文で発表した0

1億年以上かけ変身

ところで､現在のY染色体はどのよう

にして形作られたのだろうか｡
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体を持つ｡このうち22対44本は男女共通

の ｢常染色体 ｣ ｡残りの 1対 2本が男女

で異なる ｢性染色体｣で､女性はⅩ染色

体を 2本､男性はⅩ染色体とY染色体を

1本ずつ持つ｡ a8そJ
遺伝学者の故 ･大野乾博士が1967年に

提唱した説によると､男性のⅩとYも元

は常染色体で､同じ染色体のペアだっ

たO約 3億年前､ペアの片方に男性特有

の遺伝子が現れた｡染色体は通常､突然

変異で傷ができると､対になる染色体同

士で修復しあえるが､片方に男性特有の

遺伝子が現れたことでXとYに違いが生

じ､その部分は修復できなくなった｡

その後､Y穿き色体には､一部が切れて
ミ古史卓TナナTZ､-★一重ナ丁櫨浩恋/レナ1ヾ麿ノ♭尭コ

き､X染色体との共通部分はほとんどな

くなった｡かくしてY染色体上の傷はた

まる一方に｡傷によってある遺伝子は新

たな構造や機能を獲得して生き延びた

が､多くの遺伝子は機能を失ったO

生き延びた遺伝子の中に､精巣をつく

る役割で有名な ｢SRY｣がある｡もと

も)とX染色体と共通する別の遺伝子だっ

たが､3億年ほど前から1億年以上かけ

て傷が蓄積され､奇跡的に新しい役割を

獲得し､男性に欠かせない遺伝子に変身

したらしい｡

一方､機能を失った遺伝子の多くは物

理的にも姿を消した｡形だけ残ったもの
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以上は壊れて機能しないことがわかって

いるCもろく頼りない遺伝子は消滅し､

オ トコはやがて消える｡人類は子孫を残

せなくなり､妻威こするC ｢Y染色体消滅

説｣が登場して以降､そんなス トーリー

がささやかれるようになった｡

誌に発表した｡
ヒッグス粒子は現れた途端

に壊れて他の粒子になる｡壊
れ方に五つのパターンがあ
る｡7月の発表までに二つの
プアtyT)UJ軒を4｣VJヽ 亡rL旦1二JヒヨVJ
壊れ方を確認したO東大の小
林筈雄教援は ｢残る二つの分
析にあと1カ月ほどかかる｡

結果に矛盾がなく､新粒子の
性質がわかれば､ヒッグス粒

子と確認できる｣と話すO

｢科学甲子園｣優勝めざせ

高校生が科学の知識や実験
VJjR/よこ/;ビ亮弓つ 淵 ∠L担｣イゞ十字
の甲子凶全国大会｣ (科学技
術振興機構主催)の概要が発
表された｡今夏から来冬まで
各都道府県の教育委員会によ
る代表選考会がある｡大会は

少数精鋭でしぶとく

その流れに一石を投じる論文を今年 2
月､米国の研究チームが発表した｡Y染

色体の遺伝子の減 り方は直線的ではなとう六=
く､ ｢段階的に減り､幸衛汰に耐えたもの
は容乍27ノ7~仕真言正rJT;hz､l′トTJlろのfLブ∩

チームは2500万年前にヒトと共通の祖

先から別れたアカゲザルのY染色体を解

析し､2500万年の闇の変化をみた｡する

と､SRYのように､より古くにⅩ染色

体との違いが生じ､長く突然変異にさら

されてきた領域の遺伝子ほど､安定して

残っていた｡変化があったのは､わりと

最近にⅩ染色体との違いが生じ､突然変

異にさらされるようになった商域だけ｡

残った少数精鋭の遺伝子たちは､精子の

形成など､男性特有の役割をもち､しぶ

とく生き延びている｡

オ トコがすぐに滅びることはなさそう

だ｡でも､何億年も経ったらどうなるの
す1＼T.十号倖7ナa:㌔.与ゝホ＼仁､ナTT,ヽーl冒1.TV迅包伏すヾ

消えたらどうなるのだろうC

考える材料になるのが､徳之島や奄美

大島に住む トゲネズミたちだcY染色体

がないのにオスとメスがいる｡北海道大

の黒岩麻里准教授 (分子細胞遺伝学)

は､ ｢SRYに代わる新たな遺伝子が常

染色体上にできて､性決定のスイッチ役

を担っている｣とみる｡

一方､オキナワ トゲネズミのオスはヒ

トと同僚､ⅩとYを 1本ずつ持つが､ヒ

トとは逆にY染色体が大きい｡黒岩さん

は､Y染色体に常染色体がくっつき､消

失の危機をしのいだ結果と考える｡

来年3月23-25日の3日間､
兵庫県の県立総合体育館で0
1､2年生6.-8人のチーム
で学校ごとに参加できるO
筆言己競技では物理､化学､

二:ヒ槻ヽア凹手､敷こき､一I青学RVJ｢司
題を6人で協力して解く｡実
技競技では実験などで課題を
解決する｡昨年は ｢甲子園に
ある砂の量は?｣などが問わ
れたO優勝校は､全米大会の
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染色体と進化を研究する名古屋大の松 現在のヒトが持つ遺伝子教
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｢たとえY染色体が失われても､ トゲ

ネズミのように性を決める新たなシステ

ムを獲得して絶滅を免れるケースもあ

る｡性は性染色体を失ったくらいで消滅

するような単純なものではないのです｣

(下吉]佳代子)

｢サイエンス ･オリンピア
ド｣に派遣されるO

慢性腎臓病招く6遺伝子

Jr翌一l聖腎臓グ内レ｣リノぺニ/ja=局60
る6種類の遺伝子を理化学研
究所のグル-プが新たに見つ
けたO慢性腎臓病のメカニズ
ムの解明や､遺伝情報に基づ
く､腎臓病の予防につながる

可能性があるという｡
チームは､日本人を含む夷

アジア人約7万人のヒトゲノ
ムを解析｡塩基酉己列が1カ所
だけ違っている遺伝子 (一塩
盈多望リ く=ヽ 腎即所機冒EZUJf冒僕
である尿酸値や血清クレアチ
ニン値などとの関連を調べ
た｡6種の遺伝子は､慢性腎
臓病のリスクを約1,1倍に増
力ロさせていた｡

Y染色体をすでに失った晴乳類も

アマミトゲネズミ

北海･直大 黒岩麻里

准教授提供
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xY XXなら女性に XYなら男性に
残りの22対44本は常染色体


